
「社会教育士」について 資料１－２

○ 今回の社会教育主事講習等規程の改正においては、講習及び養成課程の学習成果が社会で認知
され、広く社会における教育活動に生かされるよう、講習の修了証書授与者が「社会教育士（講習）」と、
養成課程の修了者が「社会教育士（養成課程）」と称することができることとしている。

１．社会教育士の称号付与の趣旨及び概要

■社会教育主事講習等規程（抄）

第８条 講習を行う大学その他の教育機関の長は、第３条の規定により８単位以上の単位を修得
した者に対して、講習の修了証書を与えるものとする。

２（略）
３ 第１項に規定する修了証書を授与された者は、社会教育士（講習）と称することができる。

第１１条（略）
２（略）
３ 第１項の規定により修得すべき科目の単位を全て修得した者は、社会教育士（養成課程）と
称することができる。

○ 「社会教育士」には、講習や養成課程の学習成果を活かし、ＮＰＯや企業等の多様な主体と連携・
協働して、社会教育施設における活動のみならず、環境や福祉、まちづくり等の社会の多様な分野に
おける学習活動の支援を通じて、人づくりや地域づくりに携わる役割が期待される。

○ また、これらの活動に際しては、地域の実情等を踏まえ、社会教育士と社会教育主事との連携・
協働が図られることが期待される。

２．社会教育士に期待される役割

○ 講習と養成課程では、社会教育実習の有無など科目構成等が異なることから、称号について
法制上は、「社会教育士（講習）」と「社会教育士（養成課程）」と区別して整理しているが、講習や
養成課程の学習成果を生かし、社会の多様な分野における学習活動の支援に取り組むことが
期待される点において両者は異なることはなく、履歴書や名刺には単に「社会教育士」と記載しても
差し支えない。

３．留意事項

○ 社会教育士と称することができる者であることの確認は、「社会教育士（講習）」については、
大学等が授与する講習の修了証書によって、「社会教育士（養成課程）」については、大学が発行
する単位修得証明書によって行う。

○ 社会教育士の称号付与については、大学等による授与等の行為はなく、講習又は養成課程を
修了したという事実に対して社会教育主事講習等規程により認められるものである。


